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Abstract: The purpose of this study is to try to generalize the results of a former study of which we found
factors of a “tokutei” elderly person’s feelings of security regarding their own personal health. Based on
interviews with sixty‑one “tokutei” elders living in B prefecture in the Tohoku area, we found that those factors
can be generalized in order to support the “tokutei” elderly person’s sense of security about their own health
as seen in individuals living in a snowy rural countryside environment. We also found some problems needed
to be solved such as nurses, including public health nurses, in these communities were not recognized as
qualified advisors regarding secure healthy living for “tokutei” elderly people.
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図10　ちょうどよい関係の維持のために必要なこと
n=118重複
やりたいことや趣味の有無、⼈とのつがなりの項
目について安心群と心配群を比較した。両群で有
意な差のある項目はなく、最も両者の差があった
（p=0.063）のは「⾏きたいところに無理なく⾏け
る」かであった。
Ⅴ．考察
61名の対象者の約半数は生まれたときからその
地に居住しており、残りの半数の居住年数は50年
弱と長期にわたった。Ｂ県の高齢化率は29.6％３）
であり、この地に住む高齢者が古くからのつなが
りの中にあることが改めて明らかになった。
１．【つながっていること】の要素−⾃⼰効⼒感
【つながっていること】の要素である、⾃分の
体は⾃分で何とかマネジメントできているという
⾃⼰効⼒感についての設問では、安心群の中の
42％が「⾃分で対応できている」ことを安心の理
由に挙げている。実際の⾃分の体の不調の「程度
が軽いから」が5.9％であることを考えると、体
調の程度と⾔うより「⾃分の体をやりくりでき
る」という実感が安心を支えていることは明らか
であろう。体調に不安があるときの「受診する」
という⾏動を取るものや、家族に相談するものが
共に７割以上いることからも、これらの要素も含
めて「⾃分で対応できる」ことはやはり特定高齢
者の安心の要素と⾔える。
一方心配群の中の23％は心配があっても体調の
相談をしていない。心配群は上述したとおり「毎
⽇がとても気になって心配」という群であること
を考えると、相談しないあるいは相談する⼈がい
ないという状況が更に心配を増⼤させているので
はないかとも推測できる。また両群の相談相⼿に
は看護職が全く⼊っていなかった。医師がトップ
であり次が家族である。身近な健康の相談相⼿に
看護職が認識されていない状況が明らかになった
と⾔える。「⾃分の体をやりくりできる」ために
は地域の中に身近な相談相⼿が必要で、その場所
や⼈的資源になり得る看護職の存在が必要ではな
いだろうか。従来地域には保健師が地区を担当し
家庭訪問を⾏い、住⺠に近いところで相談活動を
⾏っていた。しかし保健師がなかなか家庭訪問に
出ないと⾔われている状況や４）高齢社会である
ことでのニーズの量に対応するには、保健師だけ
では難しいであろう。中学校区程度の高齢者が集
まれる範囲の「町の保健室」機能を持つ場の必要
性と、看護職の健康サポーター機能の普及などの
対策として、訪問看護ステーションの多機能化を
求めたい。
２．【つながっていること】の要素―情報・⼈・
場とのつながり
対象者の９割近くは「情報が得られている」と
回答しているが、その⼊⼿先は「テレビや新聞な
どのメディア」であった。メディアからのような
一方的な情報⼊⼿では、高齢者が⾃⼰の体調に合
わせてその内容を活かすことは難しいし、ときに
不適切なこともあるのではないだろうか。10％の
対象者は健康教室から情報を得ていることから、
今後はこのように身近なところから目と耳で情報
を⼊⼿し確認できるようなシステムを更に検討す
べきである。
「場」とのつながりについては、今回の対象者
が特定高齢者の介護予防事業に参加している高齢
者ばかりであったので、特定高齢者全体を代表す
るとは⾔えないことをまず考慮しなければならな
い。８割強の参加者は⾏きたいところが「ある」
と答え、そのうち８割が現在の体調でも「⾏け
る」と答えているのは、そのような集団であった
からとも⾔える。殆どの事業への参加には送迎が
用意されていた。移動⼿段が適切にあれば「場」
とつながり、現在「⾏けない」と思っている⼈も
「⾃分の生活が変わる」と答えているのだから、
高齢者の移動支援は最重要項目ではないだろうか。
「場」を作り出すことに関しては、現在国も基金
を出して地域支えあい体制事業の推進を⾏ってい
る５）ように、既に施策として始まっている。集
える「場」の設置は⼤変重要だが、どうやって集
うのかまで⼿当てしないと虚弱な高齢者は「場」
につながることができない。Ｂ県は雪国である。
冬場の移動も合わせて施策ではそのことを⼗分に
考慮する必要がある。
尚、安心群と心配群全ての項目で有意差はなか
った。強いて⾔うならば「⾏きたいところに⾏け
る」が安心群と心配群の差があった項目であり、
このような事業に参加しており⾏きたいところが
あるにも関わらず⾏けない、というのは健康上の
安心に影響するということは⾔えそうである。こ
こからも移動支援の必要性は確認された。
最後に「⼈」とのつながりである。対象者は⼈
生の殆どをこの地で過ごしている。対象者の10％
が独居であるにも関わらず、97％の⼈が生活のこ
とを気にかけてくれる⼈を持っている。これは古
くからのつながりを持っている地方の良さと⾔え
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るであろう。86％が古くから付き合っている⼈を
持ち、「何でも話せる」し「⼤切」であるが、ち
ょうど良い関係性とは「適切な距離」「あまりお
互いに踏み込まない」が上位に上がるなど、適切
でほどほどの距離感を持った関係性であることが、
長くつながっていられる条件なのかもしれない。
比較的狭い地域で古くからのつながりの中で生活
してきた知恵がここからは感じられる。しかし、
ここからは援助が必要になったときにはSOSが適
切に出せないのではないかという懸念も生じる。
その地の地縁・血縁だけでなく、先に述べた看護
職など地域の健康サポーターのような新しい関係
も、つながる「⼈」の中に位置づけられるような
活動が必要ではないだろうか。
また、この地域にいることは健康上の安心を支
えるのに⼤切か、という問いにはとても⼤切とま
あまあ⼤切を合わせて84％にのぼった。高齢者が
虚弱になってからの住居地の移動（都会で住む子
供との同居などで住み慣れた地域を離れること）
は安心感を欠如させたり意欲を低下させてしまう
ことも多い６）。高齢転居者の社会的孤立や適応に
関する研究もされているところである７）８）。つな
がっていることで安心感を得ている高齢者には、
できるだけ住み慣れた地域にいられるような支援
の方法をまずは探るべきではないだろうか。家族
側の安心のための同居やそのための知らない⼟地
への転居に対しては助⾔が必要ではないかと考え
る。　
３．冬を乗り切ること
冬を乗り切ることは健康上の安心を考える上で
⼤切だと82％が回答しているが、体調への影響は
63％に留まっている。冬を乗り切ることは体への
影響だけではなく、環境や精神状態への影響など
総合的に健康に安心して生活することに重要であ
ると⾔える。上述の移動の問題を始め、心配の種
になる雪降ろし対策、社会参加や筋⼒低下防⽌な
ど、冬を乗り切るための高齢者支援の対策が急が
れるところである。
これから高齢者になるＢ県の50・60代の意識調
査においても歩道の問題が挙げられており、積雪
とそれに伴う道路の除雪による歩道の歩⾏部分の
狭さが問題として上がっていた９）。高齢化率が今
後も上昇していくＢ県では従来どおりの冬の対策
だけでなく、将来に渡って高齢者が健康上の安心
を得ながら生活できるような施策が求められるで
あろう。
４．安心群と心配群の差
安心の要素の項目について安心群と心配群の差
をχ２検定で確認したが、有意差はなかった。し
かしこれらの項目に対する肯定的回答の割合は安
心・心配に関わらず高い。この意味は、これらの
要素は「これがあると心配ではない」という決定
的要素とは⾔えないが、特定高齢者にとっての安
心を測る要素となっており、安心の程度を見る視
点に活用することができるのではないかと思われ
る。高齢者の状況をこれらの要素で確認し、レー
ダーチャートに表すことで高齢者の状態の判断と
支援の視点が明らかになるのではないだろうか。
今後は雪国の地方に住む特定高齢者の安心の程
度を測る尺度の要素として、更に詳細な検討を加
える必要があるのではないかと考えられた。
Ⅵ．本研究の限界と課題
本研究は東北地方Ｂ県の主に県央部の特定高齢
者を対象に面接により調査を⾏った。しかし、対
象となったのは介護予防事業に参加した高齢者で
あり、支援の必要性が高いと思われる不参加の高
齢者の実態を表しているとは⾔えない。今後は、
訪問調査等も⾏うことでより特定高齢者の実態に
迫る必要があると考える。また、特定高齢者が健
康上安心に生活できているか否か、支援が必要な
ところはどこかを明らかにするための尺度として
用いていくためには、更に研究を重ね要素を検討
して⾏く必要がある。
Ⅶ．結論
特定高齢者61名に対して「健康上の安心」につ
いて調査を⾏った。
その結果「⾃分で体をやりくりできるという⾃
⼰効⼒感」「寝たきりになりたくない気持を励み
にして⾃分のできることをすること」「この地域
にいること」「古くから付き合っている⼈と適切
な距離感を持ってつきあうこと」「やりたいこと
があること」「⾏きたいところに⾏けること」「健
康に関する情報を得ること」「冬を乗り切ること」
は雪国地方の特定高齢者の健康上の安心を支える
要素として一般化できると⾔える。今後これらの
項目を更に検討すれば安心の尺度として活用でき
ると考えられる。特定高齢者が⾃律して活き活き
した生活を過ごし、健康寿命を延伸するためには、
これらの要素を満たすような支援を構築する必要
がある。看護職が身近な相談相⼿として認識され
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ていないという点や必ずしも適切な方法で情報を
得ていないなど今後の検討課題も明らかになった。
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